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01. はじめに 04. 現地調査

現在の世の中

都市・地方に関わらず近所付き合いの頻度や程度が低下している。

提案

建設過程の建築儀礼を見直す。
「餅まき」は建設過程より地域住民と関わる機会をもち、

「餅まき」をきっかけとしたまちづくりで近隣住民の結びつきが強まると考えた。

問題提起

土地の開発、住宅の建設時に近所付き合いのことを考えた作り方がされにくい。

03. 対象敷地

敷地は山口県宇部市に位置する一般的な住宅地を対象とした。かつては周辺田畑のため
の溜池として共同管理がなされていたが、田畑の消滅とともに水嵩が減り、埋め立てを
経て住宅地へと計画された。周辺に学校施設が多いことから、幅広い世代の交流が望め
る敷地である。

02. 建設過程の餅まき

山口県内の工務店および施工会社にアンケート調査を行い、「餅まき」が建設過程におい
てどのような現状にあるのか確認した。
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餅まきを開催することで得られる効果とし
て、以下のものが挙げられた。

Ⅰ 建設過程から建設中や建設以降にまで及
　 ぶ関係性の変化が起こる。
Ⅱ 近隣住民が工事に興味関心を持ち、声か
　 けや挨拶が増え、クレームなどが減る。
Ⅲ 工事現場に一時的に多くの人が集まり、
　 盛り上がりを見せる。

上棟式と同時に行われることの多い餅まき
だが、上棟式の開催は多いにもかかわらず
開催割合がとても低い。施主の意向がとて
も大きく関わっているためだと考えられる。

餅まきの供給方法を見直す必要がある。

敷地は周辺に対して閉じ、近所付き合いは想定されているとは考えにくい。
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対象敷地

敷地は段差によって周辺に対して孤立している 南側団地、道路から敷地内の様子が伺えない

敷地内の公園は住戸の裏に隠れ、使用されていない 隣接したアパートとの間はフェンスで隔てられている
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餅まき
餅まきをきっかけに、

この場所や建物に興味を持つ

建設
興味を持った人々は、

床などの簡単な施工を手伝い、
建物や集まる場所を自分で作っていく

解体
自分達も作った場所を

新しくそこに住む住人に分ける
建設に携わっており、新しい住人と

施工を通じて仲良くなる

再構築
集会所は主人の趣味や居場所
がまちに広がる小矢倉となる

かつて集会所だった場所には集まる
記憶が残っており、自然と人が憩う空地になる

これらが繰り返され、
街が次第に形成されていく

05. プログラム +立面図
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09. 平面図

施主の趣味が小矢倉に立ち並ぶ。かつての集会所を
使っていた少年は、自転車が趣味の主人に壊れた自
転車を修理してもらっている。

解体部分。住民が協力して解体、新設住戸の横に併設
する小矢倉へと再構築する。

小学生が帰りに寄って遊んでいく
大矢倉での餅まき。集会所の解体を祝って
餅まきを行う。まちづくり会社。餅まきを供給し、住民

参加によるまちづくりを促進する。

餅まきを開催することで得られる効果とし
て、以下のものが挙げられた。

Ⅰ 建設過程から建設中や建設以降にまで及
　 ぶ関係性の変化が起こる。
Ⅱ 近隣住民が工事に興味関心を持ち、声か
　 けや挨拶が増え、クレームなどが減る。
Ⅲ 工事現場に一時的に多くの人が集まり、
　 盛り上がりを見せる。

上棟式と同時に行われることの多い餅まき
だが、上棟式の開催は多いにもかかわらず
開催割合がとても低い。施主の意向がとて
も大きく関わっているためだと考えられる。

餅まきの供給方法を見直す必要がある。

大矢倉：集会所に隣接し、対象地全体
　　　　で餅まきを行うときはここか
　　　　ら餅をまく。

地域全体の餅まき台（一時的利用）
→地域のランドマーク及び展望台
（通常利用）

小矢倉：新築住宅に隣接し、住宅の
　　　　新設後にここから餅をまく

新築住宅の餅まき台（一時的利用）
→住宅の主人の趣味が展開される場
（通常利用）

06. 矢倉の機能

素人にも構造体に区別がつき、仕口が単純化する工法を考える。

床材に関しても、取り外しや再使用
が容易になるために 45mm角の単一
の垂木を用いて床を構成している。

これらの材は集会所から小矢倉へと住民自らの手で組み替えられ、再構築されていく。

柱、梁、桁をそれぞれ単一の部材で構成し、
その本数のみに変化を持たせる。柱が 4本、
梁が 2本、桁が 1本というように変化し、
組み合わさって構成する。

08. 詳細計画
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配置図 1/2000

Ⅰ: 前面道路に対して 45°傾けて住戸を配置し、敷地内の視認性を高める
Ⅱ: 敷地内に散歩道兼通学路を計画し、敷地内への出入りを容易にする
Ⅲ: 計画した散歩道に対して小矢倉を開き、通行人との関係性を深める

07. 配置計画
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集会所玄関
GL+400mm

敷地境界線

散歩道

住戸および集会所平面図　S＝1:200

2FL GL+3030
up

2F 平面図　S=1:400

up

3FL GL+5100

3F 平面図　S=1:400 　屋根伏図　S=1:400

敷地の変遷

餅まきをきっかけに集まった近隣住民
も参加して集会所の工事が進む
床や壁の施工から参加する

集会所

集会所の一部は解体されて新築住戸に
分配、小矢倉として移築され、

集会所の記憶が敷地全体に広がっていく

集会所

次第になくなる集会所だが、集まる記憶が
のこり、敷地内の賑わう空地となる

集会所
新築住戸


